
は
じ
め
に

本
稿
は
天
保
期
の
国
産
品
販
売
を
め
ぐ
る
会
津
藩
で
の
動
向
に
つ
い
て
、「
御

国
産
一
件
」
と
題
さ
れ
た
史
料
を
用
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
御
国
産
一
件
」
を
用
い
た
研
究
と
し
て
は
、
高
見
紗
耶
香
氏
に
よ
る
研
究
が

挙
げ
ら
れ
る
（
１
）
。
し
か
し
用
い
た
と
言
っ
て
も
、
そ
の
一
部
分
が
触
れ
ら
れ
て
い
る

程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
本
格
的
な
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。本

稿
で
は
、
ま
だ
本
格
的
に
手
の
付
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
史
料
を
、
時
期
を

追
っ
て
丁
寧
に
読
み
解
く
こ
と
に
よ
り
、
天
保
期
の
会
津
藩
で
の
国
産
品
販
売
政

策
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
な
お
、
数
箇
条

に
及
ぶ
条
文
の
史
料
の
場
合
に
は
、
一
条
ず
つ
目
を
通
す
た
め
、
文
章
が
や
や
長

文
に
及
ぶ
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

１

「
御
国
産
一
件
」
史
料
に
つ
い
て

本
史
料
は
、
会
津
若
松
の
町
組
の
一
つ
、
大
町
組
の
町
役
人
（
町
役
人
）
を
勤

め
た
簗
田
家
に
伝
来
す
る
文
書
で
あ
る
。「
御
国
産
一
件

壱
」
と
「
御
国
産
一

件

弐
」
と
題
さ
れ
た
二
冊
の
帳
面
か
ら
な
る
。
こ
の
う
ち
「
御
国
産
一
件

壱
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

史
料
の
構
成
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。「
御
国
産
一
件

壱
」
は
江

戸
で
の
議
論
と
、
そ
れ
に
対
す
る
国
元
の
意
見
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、

七
つ
に
分
け
て
表
題
、
年
代
と
差
し
出
し
↓
宛
所
を
記
す
。

�

（
天
保
１２
か
）
２
月

産
物
懸
任
役
共

↓

（
江
戸
勘
定
頭
）

�

（

〃

）
３
月
１１
日

江
戸
勘
定
頭

↓

（
町
役
所
？
）

�

覚

天
保
１２
年
閏
１
月

御
会
所
守
勘
助
代
宗
助

↓

産
物
方
御

役
人
衆
中

天
保
期
国
産
品
販
売
を
め
ぐ
る
会
津
藩
で
の
動
向
に
つ
い
て

―
「
御
国
産
一
件
」
を
素
材
と
し
て
―

松

田

暁

子

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
五
号

二
〇
一
一
年
三
月
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�

御
国
産
捌
一
条
に
つ
き
吟
味
書
（
�
に
添
え
て
国
元
へ
提
出
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。）

年
欠
、
差
出
・
宛
所
不
明
だ
が
、
江
戸
勘
定
頭
↓
町
奉
行
？
と
推
定
さ
れ
る
。

�
（
天
保
１２
か
）
６
月

諸
商
売
懸
検
断

↓

（
町
役
所
）（
�
に

対
す
る
返
答
。）

�

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

（

〃

）
丑
１
月

磯
部
惣
助
・
石
井
九
右
衛
門
（
若
松
の
江
戸
出
塗
商
人
仲
間
）

↓

産
物

懸
役
人

�
（

〃

）
７
月

町
役
所

こ
の
よ
う
に
同
史
料
は
、
町
役
人
の
家
の
文
書
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
保
期
の

国
産
品
政
策
を
め
ぐ
っ
て
、
町
役
人
だ
け
で
は
な
く
、
国
元
の
町
奉
行
所
、
江
戸

で
産
物
会
所
を
管
轄
し
て
い
た
勘
定
頭
お
よ
び
そ
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
係

任
役
・
会
所
守
人
の
意
見
が
記
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、
そ
う
し
た
や

り
と
り
が
窺
え
る
希
有
の
史
料
で
あ
る
と
言
え
る
。

２

会
津
藩
に
お
け
る
国
産
品
販
売
の
概
要

２－

１

国
産
品
販
売
に
つ
い
て

庄
司
吉
之
助
氏
に
よ
れ
ば
、
会
津
藩
で
は
、
近
世
初
頭
、
蒲
生
氏
が
領
主
と
し

て
入
部
し
て
以
来
、
藩
の
積
極
的
介
在
の
も
と
、
塗
り
物
の
生
産
が
行
わ
れ
た
（
２
）
。

半
田
市
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
寛
永
期
に
は
既
に
江
戸
を
始
め
諸
藩
に
広
く
販
売
さ

れ
て
お
り
、
幕
末
に
至
る
ま
で
主
要
な
領
外
出
荷
の
品
の
地
位
を
維
持
し
続
け
た

商
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
（
３
）。

ま
た
、
全
国
的
な
藩
政
改
革
の
流
れ
の
中
で
、
寛
政
期
に
は
江
戸
に
産
物
会
所

が
立
て
ら
れ
、
会
所
守
人
と
呼
ば
れ
る
町
人
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

こ
こ
を
拠
点
に
国
産
品
、
特
に
国
産
第
一
の
品
と
言
わ
れ
た
塗
り
物
が
販
売
さ
れ

た
（
４
）。

２－

２

支
配
機
構
に
つ
い
て

ま
ず
産
物
会
所
に
つ
い
て
。
江
戸
勘
定
頭
の
も
と
に
置
か
れ
た
産
物
係
任
役
が

産
物
会
所
の
管
轄
に
当
た
っ
た
（
５
）
。

次
に
会
津
若
松
に
つ
い
て
。
町
方
は
町
役
所
（
町
奉
行
所
）
に
よ
っ
て
支
配
さ

れ
た
。
ま
た
町
制
機
構
の
頂
点
に
は
検
断
と
呼
ば
れ
る
町
役
人
が
、
町
組
ご
と
に

置
か
れ
た
（
６
）
。
そ
の
一
人
が
、
簗
田
氏
（
大
町
組
）
で
あ
る
。

２－

３

国
産
品
売
れ
行
き
の
不
振

し
か
し
、
高
見
紗
耶
香
氏
に
よ
れ
ば
、
天
保
期
に
は
会
津
藩
の
国
産
品
の
江
戸

で
の
売
れ
行
き
は
悪
化
し
て
い
た
と
い
う
（
７
）
。
こ
う
し
た
状
況
は
「
御
国
産
一
件

壱
」
の
作
成
の
背
景
で
も
あ
る
。

江
戸
で
の
売
れ
行
き
悪
化
は
、
江
戸
で
の
国
産
品
販
売
の
拠
点
で
あ
っ
た
産
物

会
所
の
請
負
人
が
次
々
と
交
替
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
史
料
一
を
挙
げ

る
。

史
料
一
（
８
）江

戸
小
網
丁
産
物
会
所
御
設
ニ
相
成
候
趣
向
を
始
、
年
歴
の
つ
れ
ひ
・
当
時

売
買
之
取
行
、
凡
而
可
相
分
丈
ケ
之
事
共
、
廉
書
を
以
成
共
申
出
候
様
被
仰

聞
、
相
分
候
丈
ケ
、
左
ニ
取
調
申
立
候
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一
、
江
戸
産
物
会
所
之
義
者
、
御
国
産
之
品
々
江
戸
表
へ
持
出
シ
候
節
散
々

ニ
相
成
居
候
而
者
不
正
之
筋
御
取
締
ニ
も
不
相
成
、
諸
商
人
共
迚
も
一
ト

纏
ニ
止
宿
仕
候
ニ
付
而
者
、
互
ひ
ニ
流
行
弁
理
も
宜
敷
、
旁
売
道
之
励
ニ

茂
相
成
候
訳
を
以
、
寛
政
度
之
初
度

御
公
辺
向
御
取
繕
之
上
種
々
御

丹
精
を
以
御
仕
居
ニ
罷
成
、（
中
略
）
発
起
守
人
者
田
畑
佐
助
と
申
者
ニ

而
其
後
西
川
瀬
兵
衛
、
或
者
丸
屋
甚
平
と
申
者
等
、
守
人
移
り
替
候
毎
度
、

江
戸
御
勘
定
所
へ
願
之
上
、
先
守
人
へ
出
金
を
も
仕
、
譲
り
受
候
順
ニ
而
、

已
前
者
類
焼
仕
候
得
者
拝
借
金
被
仰
付
候
例
も
御
座
候
由
之
処
、
弐
拾
ヶ

年
程
已
前
よ
り
当
勘
助
代
ニ
相
成
候
而
者
居
宅
・
土
蔵
共
自
力
を
以
普
請

仕
候
義
ニ
御
座
候
間
、
去
ル
寅
年
已
前
者
悉
皆
起
荷
方
ニ
お
ゐ
て
御
取
握

り
ニ
相
成
居
り
御
世
話
被
成
下
候
義
ニ
御
座
候

一
、
当
会
所
守
人
中
田
勘
助
義
、
先
守
人
よ
り
譲
り
受
候
節
も
居
宅
・
土
蔵

共
合
式
引
受
候
由
ニ
大
金
高
ニ
相
成
候
由
ニ
相
聞
申
候
処
、（
中
略
）
右

者
此
度
御
尋
ニ
付
奉
申
上
候
、
以
上

（
安
政
二
年
）
卯
四
月

簗
田
仙
右
衛
門

こ
れ
は
安
政
二
年
四
月
の
も
の
に
な
る
が
、
産
物
会
所
の
設
置
の
趣
意
や
そ
の

後
の
経
緯
、
現
在
の
様
子
に
つ
い
て
の
藩
か
ら
の
御
尋
ね
に
対
す
る
簗
田
氏
の
返

答
書
の
内
容
で
あ
る
。
詳
細
は
読
み
込
め
て
い
な
い
が
、「
発
起
守
人
・
・
・
」

以
下
の
部
分
か
ら
、
当
初
の
会
所
請
け
負
い
商
人
は
田
畑
佐
助
（
９
）
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
西
川
瀬
兵
衛
、
丸
屋
甚
平
と
交
代
し
、
二
十
年
程
前
か
ら
は
中
田
勘
助
な
る

者
が
守
人
を
勤
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
二
条
目
よ
り
、
勘
助
は
先
代
の
守
人

よ
り
会
所
を
買
い
取
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
守
人
と
は
会
所
の
金
主
商
人
で
あ

る
と
み
ら
れ
る
。
金
主
が
次
々
と
交
代
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
所
の
資
金
繰
り

が
苦
し
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
産
物
会

所
で
の
国
産
品
販
売
の
不
振
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
産
物
会
所
維
持
の
た
め
、
藩
は
江
戸
で
の
国
産
品
販
売

に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
先
に
挙
げ
た

「
御
国
産
一
件
」
史
料
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
や
り
と
り
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

今
回
は
特
に
議
論
の
中
心
と
な
る
「
御
国
産
一
件

壱
」
に
つ
い
て
時
系
列
に
史

料
の
内
容
を
追
っ
て
い
き
た
い
。

３

「
御
国
産
一
件

壱
」
の
検
討

次
に
、「
御
国
産
一
件

壱
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
順
番
は
１
で
分
類
し

た
も
の
に
従
っ
て
年
代
順
に
検
討
し
て
い
く
。

３－

１

江
戸
に
お
け
る
産
物
係
任
役
に
よ
る
調
査

�

天
保
十
二
年
一
月

「
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
」
と
題
さ
れ
た
書
き
付
け
で
あ
る
。
差
し
出
し
は
江

戸
出
し
塗
り
物
商
人
仲
間
の
一
員
で
あ
る
磯
部
惣
助
・
石
井
九
右
衛
門
で
、
宛
所

は
産
物
懸
役
人
で
あ
る
。

会
津
若
松
の
塗
り
物
仲
間
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。
会
津
若
松
に
は
、

市
場
ご
と
に
四
つ
の
塗
り
物
仲
間
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
塗
店
（
城
下
で
の
販

売
）、
江
戸
出
し
（
江
戸
へ
の
販
売
）、
大
坂
出
し
（
大
坂
へ
の
出
荷
）、
田
舎
出

し
（
地
方
へ
の
出
荷
）、
で
あ
る
（
１０
）
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
江
戸
へ
の
出
荷
を
行

う
江
戸
出
し
塗
り
物
仲
間
が
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

書
き
付
け
は
、「
先
達
而
」
意
向
を
き
く
お
尋
ね
が
あ
り
返
答
し
た
が
、
今
回

改
め
て
お
尋
ね
が
あ
っ
た
た
め
申
し
上
げ
る
と
す
る
お
尋
ね
へ
の
返
答
で
あ
る
。
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全
六
ヶ
条
か
ら
な
る
。
長
文
に
な
る
が
、
一
ヶ
条
ず
つ
読
ん
で
い
く
。

一
条
目
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

史
料
二
（
１１
）一

、
塗
物
捌
代
、
問
屋
方
ニ
而
為
替
手
形
と
申
候
而
日
延
之
渡
方
罷
成
候
分
、

御
屋
敷
様
ニ
而
御
収
納
金
御
継
合
之
格
を
以
御
引
替
被
下
置
候
得
者
、
万

一
不
事
成
義
出
来
候
節
ハ
不
得
心
、
御
公
辺
之
御
苦
労
筋
ニ
罷
成
候
而
も

御
収
納
と
申
格
ニ
候
得
者
、
急
速
相
願
付
候
之
義
、
承
知
仕
候
義
ニ
付
、

右
之
格
ヲ
以
御
引
替
被
成
下
置
候
得
者
、
一
同
難
有
仕
合
奉
存
候

但
、
御
利
足
之
儀
者
三
拾
五
両
分
ニ
被
成
下
置
、
五
両
歩
会
所
守
人
世
話

料
被
成
下
置
、
私
と
も
方
者
三
拾
両
歩
之
御
利
足
ヲ
以
、
期
日
相
納
候
様

被
成
下
置
候
様
奉
存
候
、
万
一
問
屋
方
ニ
而
不
埒
御
座
候
節
ハ
、
屹
度
御

返
納
可
申
上
候

訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
塗
り
物
代
金
の
う
ち
問
屋
が
為
替

手
形
を
発
行
し
て
（
代
金
の
支
払
い
を
）
延
期
す
る
分
に
つ
い
て
は
、
藩
が
立
て

替
え
て
（
先
に
支
払
っ
て
）
ほ
し
い
と
す
る
。
但
し
、
利
息
は
三
十
五
両
に
つ
き

一
歩
と
し
、
そ
の
七
分
の
一
は
会
所
守
人
の
世
話
料
と
す
る
。
期
日
内
に
（
問
屋

か
ら
代
金
を
回
収
し
て
、
藩
に
）
返
納
す
る
、
と
し
て
い
る
。

次
に
二
条
目
で
あ
る
。

史
料
三
（
１２
）一

、
残
荷
之
義
ハ
金
高
よ
り
七
分
通
り
、
右
申
上
候
御
利
足
ヲ
以
御
引
替
被

成
下
置
度
奉
願
上
候

但
、
仲
ヶ
間
共
登
り
合
候
者
共
、
立
入
合
加
判
之
証
文
差
上
申
義
御
座
候

間
、
是
亦
万
一
不
埒
之
義
御
座
候
節
ハ
、
加
判
之
者
方
ニ
而
屹
度
御
返
納

可
仕
候
、
且
又
私
共
之
義
者
兼
而
御
堅
察
被
下
置
候
通
、
手
繰
相
及
候
丈

ケ
金
繰
一
盃
之
仕
入
荷
物
持
参
仕
候
義
ニ
御
座
候
得
者
、
御
府
内
捌
方
其

時
之
形
勢
ニ
も
預
り
見
込
相
違
之
義
御
座
候
、
其
節
者
無
余
儀
定
式
直
段

よ
り
少
々
引
候
而
、
談
事
仕
候
義
も
有
之
、
左
候
得
者
其
次
登
折
右
安
直

を
定
規
ニ
取
、
自
ラ
直
押
ニ
も
罷
成
候
義
も
御
座
候
、
本
文
ニ
御
願
申
上

候
、
御
引
替
之
分
後
立
御
座
候
得
者
、
問
屋
之
て
も
り
ニ
も
不
罷
成
、
其

上
売
程
取
直
し
、
自
然
と
直
上
之
気
を
持
候
義
御
座
候
間
、
此
段
厚
ク
御

堅
慮
被
遊
被
下
度
奉
願
上
候

こ
こ
で
は
、
残
荷
に
つ
い
て
は
代
金
の
七
割
を
貸
し
付
け
、
利
息
は
一
条
目
の

よ
う
に
し
、
一
条
目
の
よ
う
に
代
金
を
立
て
替
え
て
（
先
に
支
払
っ
て
）
ほ
し
い
、

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
藩
に
買
い
取
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

但
し
、
江
戸
出
し
塗
り
物
仲
間
の
う
ち
で
江
戸
へ
上
る
者
が
（
立
て
替
え
証
文

に
）
加
判
し
あ
う
の
で
、
万
一
（
返
納
で
き
な
い
）
場
合
は
、
加
判
人
が
返
納
す

る
。「
手
繰
相
及
候
丈
ケ
」、
つ
ま
り
注
文
の
多
い
品
の
み
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
か
、
こ
の
品
ば
か
り
を
持
参
し
て
い
て
は
、
時
勢
の
見
込
み
を
間
違
え
、
定
め

値
段
よ
り
安
く
販
売
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
立
て
替
え
て
く
れ
れ

ば
、
自
ら
値
上
が
り
す
る
よ
う
に
な
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
こ
の
論
理
は
や
や
不

明
で
あ
る
が
、
残
荷
立
て
替
え
を
必
死
に
願
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

続
い
て
三
条
目
で
あ
る
。
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史
料
四
（
１３
）一

、
御
会
所
守
世
話
方
余
分
罷
成
候
義
ニ
者
御
座
候
得
共
、
荷
物
も
自
増
長

仕
候
得
ハ
、
御
会
所
一
方
之
潤
ニ
も
罷
成
、
御
国
産
之
引
立
ニ
罷
成
可
申

義
と
奉
存
候

会
所
守
人
に
よ
る
世
話
は
余
分
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
国
産
品
販
売
促
進
に
は

役
立
つ
と
考
え
る
、
と
し
て
い
る
。

続
い
て
四
条
目
。

史
料
五
（
１４
）一

、
残
荷
ニ
不
相
成
様
ハ
注
文
品
計
持
参
候
候
而
者
、
如
何
有
之
哉
と
御
尋

被
遊
候
ニ
付
申
上
候
ハ
、
注
文
品
計
積
入
候
得
者
、
残
荷
も
無
之
直
押
ニ

も
不
相
成
形
ニ
御
座
候
得
共
、
古
来
よ
り
無
注
文
之
品
売
物
持
参
仕
来
候

間
、
改
而
注
文
計
積
入
候
様
仕
候
而
ハ
、
仕
来
候
姿
ニ
御
座
候
、
両
三
度

登
程
之
内
忍
■
候
得
者
、
又
是
迄
之
通
程
ハ
注
文
高
相
嵩
可
申
、
其
上
直

段
も
相
保
至
極
宜
敷
義
と
奉
存
候
、
前
文
ニ
申
上
候
通
り
一
旦
荷
高
減
候

廉
を
心
配
仕
、
是
迄
仕
来
之
姿
ニ
而
商
売
仕
居
候
義
ニ
御
座
候

残
荷
が
発
生
し
な
い
よ
う
注
文
品
だ
け
を
持
参
し
て
は
ど
う
か
、
と
の
御
尋
ね

に
対
し
、
古
来
よ
り
無
注
文
の
品
を
持
参
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
に
し

て
ほ
し
い
、
と
願
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
文
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

享
保
期
の
塗
り
物
商
人
の
主
張
を
見
る
と
、
当
時
は
注
文
販
売
の
み
だ
っ
た
模
様

で
あ
る
（
１５
）
。
塗
り
物
仲
間
構
成
員
は
文
化
期
に
入
っ
て
か
ら
大
幅
に
入
れ
替
わ
っ
て

い
る
の
で
、
享
保
期
の
事
情
を
知
る
人
は
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
っ

て
、
古
来
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
享
保
期
よ
り
後
を
指
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

続
い
て
五
条
目
で
あ
る
。

史
料
六
（
１６
）一

、
先
達
而
も
委
曲
御
願
申
上
候
抜
荷
物
、
今
ニ
不
相
止
、
密
々
持
参
候
様

子
ニ
相
聞
申
候
先
願
ニ
も
申
上
候
通
り
、
手
抜
之
品
と
も
持
込
下
料
ニ
売

散
候
故
、
本
手
之
品
迄
店
直
段
相
響
キ
自
ラ
問
屋
共
ニ
而
も
直
押
申
候
義

御
座
候
、
抜
荷
よ
り
委
御
国
産
物
塗
物
悪
命
ヲ
受
、
就
而
ハ
自
然
不
捌
ニ

も
相
至
、
此
両
廉
共
ニ
甚
歎
敷
義
と
乍
恐
奉
存
候
、
此
段
厚
御
堅
察
奉
願

上
候

先
達
て
も
願
い
上
げ
た
「
抜
荷
物
」＝

手
抜
き
の
品
に
つ
い
て
、
で
あ
る
。
手

抜
き
の
品
が
安
価
で
流
通
す
る
の
で
、「
本
手
之
品
」＝

正
規
の
品
の
価
格
ま
で

が
下
が
る
。
そ
し
て
、
国
産
品
が
悪
名
を
う
け
、
売
れ
行
き
が
悪
化
す
る
。
こ
の

二
つ
の
点
が
嘆
か
わ
し
い
と
述
べ
、
ご
賢
察
を
願
っ
て
い
る
。

最
後
に
六
条
目
で
あ
る
。

史
料
七
（
１７
）一

、
前
文
ニ
御
願
申
上
候
通
り
御
引
替
被
成
下
候
義
丈
夫
成
義
と
乍
恐
奉
存

候
、
尤
私
共
金
繰
ニ
罷
成
候
得
者
、
帰
国
仕
候
而
も
早
速
職
方
へ
ハ
前
金

相
渡
、
注
文
も
申
付
候
義
、
又
ハ
御
国
元
出
来
合
之
品
仕
入
等
仕
候
ニ
も

せ
り
合
之
義
御
座
候
、
御
国
元
職
方
之
者
共
も
繰
合
宜
、
自
ラ
直
段
も
引

立
候
順
ニ
罷
成
、
且
又
御
国
内
之
潤
ニ
も
罷
成
候
義
と
乍
恐
奉
存
候
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藩

③元金・利息
産物会所

④返却会津商人

①残荷②賃金

⑤利息のうち、30/35％

藩

資金

産物会所

⑤手形 ④代金立替
⑥代金　③手形

②手形

①塗物

会津商人問屋

再
度
、
藩
に
よ
る
立
て
替
え
を
願
っ
て
い
る
。

以
上
が
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
を
整
理
す
る
と
次
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
塗
り
物
代
金
の
藩
に
よ
る
立
て
替
え
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
問
屋
へ
掛

け
売
り
し
た
分
と
売
れ
残
り
品
で
あ
る
残
荷
の
二
つ
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

後
掲
の
図
１
、
図
２
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。
二
つ
に
は
、
抜
荷
物＝

不
良
品
の
流

通
の
阻
止
で
あ
る
。
そ
し
て
三
つ
は
、
会
所
守
人
の
存
続
で
あ
る
。

会
所
を
拠
点
と
し
、
特
に
立
て
替
え
に
よ
る
残
荷
の
持
ち
込
み
の
存
続
を
求
め

る
、
そ
し
て
不
良
品＝

お
そ
ら
く
仲
間
外
の
者
に
よ
る
塗
り
物
販
売
の
阻
止
、
こ

れ
ら
が
こ
の
六
箇
条
の
趣
旨
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
は
、
塗
り
物
仲

間
一
般
で
は
な
く
、
江
戸
出
し
塗
り
物
仲
間
の
利
害
が
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
こ
の
利
害
を
守
る
た
め
、
藩
に
よ
る
積
極
的
な
江
戸
出
し
塗
り
物
仲
間
の

保
護
を
願
っ
て
い
る
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
後
に
町
役
所
か
ら
の
主
張
に

見
る
よ
う
な
直
売
り
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
願
っ
て
い
な
い
点
は
注
目
さ
れ
る
。

�

天
保
十
二
年
閏
一
月

先
の
書
き
付
け
を
受
け
て
か
、
あ
る
い
は
並
行
し
て
か
、
会
所
守
勘
助
代
宗
助

よ
り
産
物
方
役
人
衆
中
へ
次
の
よ
う
な
覚
が
提
出
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は

塗
り
物
で
は
な
く
同
じ
く
国
産
品
で
あ
る
煙
管
の
売
り
さ
ば
き
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
。

史
料
八
（
１８
）

覚

一
、
煙
筒
捌
方
之
義
、
問
屋
江
掛
合
方
被
仰
聞
候
ニ
付
、
問
屋
九
郎
右
衛
門

へ
相
談
仕
候
処
、
同
人
申
聞
候
ニ
者
、
捌
方
之
義
中
買
其
外
江
直
売
之
義

者
十
組
問
屋
規
定
ニ
而
組
合
江
口
銀
も
御
差
出
し
被
成
候
而
者
、
出
来
兼

候
趣
申
来
候
、
尤
御
産
物
之
義
、
田
舎
江
専
ら
商
ニ
被
成
候
ニ
付
、
江
戸

問
屋
仕
切
直
段
も
自
然
下
直
之
身
ニ
在
之
候
処
、
右
田
舎
捌
無
御
座
様
御

取
締
之
上
、
江
戸
問
屋
共
江
不
残
御
差
出
し
御
入
札
仕
、
其
上
ニ
而
仕
切

之
義
ハ
五
日
目
当
十
日
目
当
テ
ニ
納
得
と
御
取
極
メ
候
得
ハ
、
右
日
限
之

通
相
納
候
様
可
仕
、
左
候
得
者
直
段
之
義
茂
格
別
ニ
相
働
可
申
由
、
且
又

田
舎
捌
之
義
ハ
代
金
毎
度
相
残
り
、
敷
金
之
様
ニ
も
相
成
居
候
歟
相
聞
、

商
人
衆
も
迷
惑
被
致
候
義
ニ
可
在
御
座
、
右
申
上
候
通
不
残
江
戸
表
御
捌

ニ
可
相
成
候
得
ハ
御
金
繰
も
宜
敷
御
国
表
御
為
ニ
も
相
成
、
商
人
衆
勝
手

ニ
も
可
相
成
義
ニ
被
存
候
、
右
思
召
も
御
座
候
ハ
ヽ
、
委
細
仕
法
書
仕
、

差
上
可
申
候
、
仕
切
直
段
之
義
ハ
精
々
差
■
可
仕
趣
、
九
郎
右
衛
門
申
聞
、

仍
而
此
段
奉
申
上
候
、
以
上

天
保
十
二
巳
年
閏
正
月

御
会
所
守
勘
助
代
宗
助

図１ 江戸勘定頭の残荷引宛貸金案

図２ 問屋為替手形
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御
産
物
方
御
役
人
衆
中
様

内
容
を
見
て
み
よ
う
。
問
屋
九
郎
右
衛
門
に
よ
れ
ば
「
仲
買
な
ど
へ
直
接
販
売

す
る
こ
と
は
、
口
銀
を
差
し
出
し
て
も
、
十
組
問
屋
の
規
定
に
よ
り
で
き
か
ね

る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
国
産
品
は
も
っ
ぱ
ら
田
舎＝

地
方
へ
出
荷
さ
れ

て
い
る
た
め
に
江
戸
で
の
値
段
も
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
下
落
す
る
。
そ
こ
で
田
舎
出

し
を
禁
止
し
、
す
べ
て
江
戸
の
問
屋
へ
入
札
し
、
仕
切
り
の
日
を
（
荷
受
け
し
た

日
か
ら
）
五
日
や
十
日
と
決
め
て
く
だ
さ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
す
る
し
、
値
段
も

良
く
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
る
。
続
い
て
、
田
舎
出
荷
は
毎
回
代
金
が
回
収
で

き
ず
、
敷
金
を
払
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
商
人
も
迷
惑
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
残
ら
ず
江
戸
で
売
り
さ
ば
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
代
金
回
収
も
円
滑
に
な

り
、
商
人
に
と
っ
て
も
良
い
と
思
う
、
と
述
べ
る
。

整
理
す
る
と
次
の
二
点
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
直
売
り
は
絶
対
禁
止
で
あ
る

と
い
う
こ
と
。
二
つ
は
、
田
舎
出
し
も
禁
止
し
、
す
べ
て
の
国
産
品
は
江
戸
の
問

屋
に
売
る
、
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
、
国
産
品
を
江
戸
問
屋
へ
集
中
さ
せ
る
こ
と

を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
江
戸
の
問
屋
の
利
害
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
は
、
江
戸
問
屋
の
や
り
方
に
し
た
が
っ
て
売

り
さ
ば
く
こ
と
が
、
江
戸
で
の
国
産
品
販
売
の
拠
点
で
あ
る
産
物
会
所
守
人
に

と
っ
て
も
有
益
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

３－

２

産
物
係
任
役
か
ら
江
戸
勘
定
頭
へ

�

天
保
十
二
年
二
月

�
を
う
け
て
、
産
物
係
任
役
か
ら
江
戸
勘
定
頭
に
宛
て
て
次
の
よ
う
な
文
章
が

出
さ
れ
る
。

前
書
き
に
は
、
国
産
塗
り
物
・
煙
管
販
売
に
つ
い
て
、
職
人
・
商
人
の
経
営
引

き
立
て
に
な
る
よ
う
な
策
と
し
て
、
�
口
銀
を
差
し
出
し
「
外
店
」
へ
直
接
販
売

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
、
�
「
残
荷
引
宛
御
引
替
金
」
を
下
付
さ
れ
る
に
当

た
っ
て
の
調
査
が
あ
る
の
だ
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
金
高
な
ら
間
に
合
う
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
値
上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
に
つ
い
て
の
見
込
み
を
勘
定
頭
が
お

尋
ね
に
な
っ
た
の
で
、
左
に
申
し
上
げ
る
と
す
る
。
以
下
、
六
箇
条
に
分
け
て
述

べ
て
い
る
の
で
順
に
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
一
条
目
で
あ
る
。

史
料
九
（
１９
）一

、
外
店
捌
之
義
、
塗
問
屋
ニ
而
者
兼
而
仲
間
一
統
規
定
ニ
而
外
店
捌
之
義

不
相
成
事
ニ
在
之
、
現
ニ
天
保
四
巳
年
中
残
荷
外
店
捌
之
義

公
辺
江

被
仰
立
候
得
共
、
不
出
来
候
間
、
仮
令
口
銀
差
出
候
迚
も
納
得
可
仕
義
ニ

不
相
見
候
得
共
、
於
塗
問
屋
気
向
ニ
不
罹
様
相
探
候
処
、
口
銀
差
出
候
而

も
外
店
之
義
者
不
出
来
候
、
煙
筒
迚
も
同
様
之
訳
ケ
と
被
存
候
得
共
、
是

迄
一
向
懸
り
ニ
而
取
扱
も
不
仕
候
ニ
付
、
会
所
守
人
手
代
を
以
右
問
屋
為

相
尋
候
処
、
別
紙
之
通
塗
問
屋
同
様
ニ
而
外
店
捌
之
義
者
口
銀
差
出
候
而

も
不
相
成
趣
ニ
在
之
、
右
者
十
組
問
屋
よ
り

公
辺
江
運
上
も
差
上
、

仲
ヶ
間
一
統
規
定
相
立
候
義
と
相
聞
候
間
、
迚
も
外
店
捌
之
義
者
塗
・
煙

筒
共
ニ
不
相
成
事
ニ
相
聞
申
候
、
尤
煙
筒
之
義
守
人
手
代
談
模
ニ
而
者
会

所
入
札
払
等
之
方
商
人
勝
手
ニ
も
可
相
成
哉
、
猶
其
向
御
吟
味
御
座
候
様

仕
度

「
外
店
」
へ
の
直
接
販
売
に
つ
い
て
、
塗
り
物
問
屋
で
は
か
ね
て
よ
り
仲
間
の
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規
定
で
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。
煙
管
に
つ
い
て
も
会
所
守
人
手
代
を
通
し
て
尋
ね
、

塗
り
物
問
屋
同
様
に
禁
止
で
あ
る
。
ま
た
、
煙
管
に
つ
い
て
は
会
所
で
の
入
札
を

検
討
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

次
に
二
条
目
で
あ
る
。

史
料
十
（
２０
）一

、
貸
金
高
之
義
、
四
五
年
已
前
上
崎
屋
五
郎
右
衛
門
方
よ
り
借
受
候
節
者
、

何
程
位
ニ
相
成
候
哉
と
商
人
共
相
尋
候
処
、
五
百
両
計
と
申
事
ニ
而
一
ト

先
ツ
五
百
両
と
見
詰
、
御
備
金
被
成
置
御
引
替
貸
被
成
下
度
旨
申
出
候
間
、

壱
ヶ
年
右
之
金
高
御
座
候
ハ
ヽ
一
先
ツ
間
ニ
合
可
申
哉
と
奉
存
候

貸
し
金
高
に
つ
い
て
は
、
先
例
よ
り
、
五
百
両
く
ら
い
あ
れ
ば
よ
い
、
と
し
て

い
る
。

続
い
て
三
条
目
。

史
料
十
一
（
２１
）

一
、
職
商
引
立
方
之
義
、
此
節
商
人
共
登
り
合
居
候
ニ
付
相
尋
候
処
、
御
引

替
貸
被
成
下
候
上
、
抜
荷
御
取
締
被
下
候
得
者
、
商
程
を
此
方
江
取
戻
し
、

追
々
出
高
も
増
長
致
直
段
も
引
立
、
自
然
職
方
迄
之
潤
ニ
可
相
成
候
、
別

紙
之
通
申
出
候
迚
も
右
之
通
ニ
も
不
被
成
下
候
而
者
、
職
商
引
立
之
常
ニ

者
相
至
り
申
間
敷
哉
ニ
奉
存
候
、
尤
別
段
申
上
候
抜
ケ
荷
之
義
、
是
迄
も

於
会
津
御
取
締
筋
も
御
座
候
歟
ニ
候
得
共
、
兎
角
抜
荷
有
之
由
、
田
舎
商

人
共
御
国
元
者
田
舎
捌
之
申
立
ニ
而
持
出
し
、
御
府
内
江
持
込
候
歟
ニ
も

相
聞
候
間
、
右
等
之
廉
厳
敷
御
取
締
不
被
成
下
候
而
者
抜
荷
取
締
も
行
届

申
間
敷
、
右
両
品
之
外
正
阿
弥
商
人
之
義
会
所
へ
止
宿
致
候
間
、
商
体
様

子
折
々
相
尋
候
処
、
近
来
世
上
一
統
不
景
気
ニ
而
商
ひ
高
も
減
少
致
候
由
、

其
上
是
も
抜
荷
在
之
、
直
段
売
崩
候
次
第
下
落
致
難
渋
之
趣
、
商
人
共
申

居
候
間
、
都
「
合
」（
抹
消
）
而
抜
荷
御
取
締
之
義
、
厚
御
吟
味
御
座
候

様
仕
度
、
且
ツ
産
物
会
所
之
義
当
時
止
宿
致
候
旅
人
も
少
ク
、
荷
物
之
義

も
塗
荷
之
外
会
所
へ
着
ニ
不
相
成
、
蔵
敷
賃
等
も
薄
ク
立
行
難
渋
之
形
勢

ニ
相
見
候
処
、
右
者
永
続
不
仕
様
ニ
而
者
、
自
然
商
人
共
世
話
も
行
届
キ
、

兼
左
候
得
者
自
ら
商
道
筋
引
立
之
障
り
ニ
も
可
相
成
哉
ニ
付
、
仍
而
ハ
都

而
御
国
産
之
品
々
、
御
府
内
江
持
出
候
分
ハ
何
品
ニ
不
限
、
会
所
へ
着
ニ

相
成
候
得
者
、
会
所
立
行
も
永
続
仕
、
都
而
世
話
茂
自
ら
行
届
候
間
、
右

等
之
義
も
取
組
、
御
吟
味
御
座
候
様
仕
度

内
容
は
、
職
商
引
き
立
て
に
つ
い
て
、
江
戸
に
上
っ
て
き
て
い
る
商
人
に
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
御
引
替
貸
」
を
な
さ
れ
、
抜
け
荷
を
取
り
締
ま
っ
て
く
だ
さ
る
の

が
良
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
特
に
抜
荷
に
つ
い
て
は
、
田
舎
出
し
商
人
が
田
舎

へ
売
り
さ
ば
く
と
称
し
て
、
江
戸
へ
持
ち
込
ん
で
い
る
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
右
両
品
（
塗
り
物
・
煙
管
）
以
外
に
、
正
阿
弥
商
人
も
会
所
へ
止
宿
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
も
様
子
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
一
統
不
景
気

で
難
渋
し
て
い
る
し
、
抜
荷
で
迷
惑
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、

抜
け
荷
を
取
り
締
ま
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
現
在
、
産
物
会
所
へ
止
宿
す
る
旅
人
は
少
な
い
と
い
う
。
荷
物
も
塗

り
物
以
外
は
来
ず
、
倉
敷
料
が
上
が
ら
ず
立
ち
ゆ
き
が
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、
国
産
品
は
す
べ
て
、
江
戸
へ
持
ち
込
む
分
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
品
に

限
ら
ず
会
所
で
荷
受
け
す
る
よ
う
に
し
た
い
、
と
主
張
す
る
。
そ
れ
は
、
そ
う
す
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れ
ば
会
所
経
営
も
成
り
立
つ
、
と
の
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

続
い
て
五
条
目
を
見
た
い
。

史
料
十
二
（
２２
）

一
、
塗
荷
物
、
近
頃
延
着
ニ
相
成
、
商
人
共
爰
元
長
逗
留
致
、
雑
費
も
相
懸

り
候
振
合
ニ
相
聞
、
左
候
得
者
自
然
職
方
江
も
相
響
候
間
、
道
中
果
敢
行

早
着
ニ
相
成
、
逗
留
少
々
相
成
候
様
仕
度
候
間
、
此
段
も
御
吟
味
御
座
候

様
仕
度

塗
り
荷
物
が
近
頃
延
着
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
た

め
、
商
人
は
長
逗
留
に
な
り
、
諸
雑
費
が
か
さ
む
と
い
う
。
よ
っ
て
、
早
着
す
る

よ
う
に
し
て
、
逗
留
期
間
が
短
く
な
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

こ
の
箇
条
か
ら
は
、
塗
り
荷
物
す
ら
会
所
に
来
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
よ
う
。

次
に
六
条
目
を
見
る
。

史
料
十
三
（
２３
）

一
、
右
ニ
付
引
替
貸
取
計
之
義
、
任
役
と
も
取
計
可
申
候
処
、
残
荷
何
程
在

之
候
と
申
出
候
而
も
、
素
人
之
義
ニ
而
見
握
も
致
兼
候
間
、
右
之
廉
ハ
塗

商
人
組
頭
江
取
極
被
仰
付
、
右
組
頭
見
握
ヲ
以
申
出
候
通
り
七
分
通
り
貸

方
被
仰
付
候
ニ
而
可
在
御
座
哉
、
右
当
テ
物
品
之
義
ハ
会
所
土
蔵
へ
差
置

候
而
ハ
此
方
握
り
も
無
御
座
候
間
、
預
り
の
内
ハ
深
川
御
屋
敷
御
蔵
歟
芝

御
囲
米
蔵
之
内
御
貸
被
申
、
右
場
所
へ
差
置
候
様
仕
度
、
尤
商
人
共
迷
惑

之
筋
ニ
も
候
得
共
、
先
達
而
上
崎
屋
五
郎
右
衛
門
方
よ
り
借
受
候
節
も
同

人
蔵
江
入
置
候
形
ニ
在
之
、
右
様
も
不
取
計
而
ハ
握
も
無
御
座
候
間
、
右

之
通
り
取
計
仕
度
、
残
荷
預
り
置
候
分
不
引
戻
者
在
之
節
ハ
組
頭
之
者
ニ

為
相
捌
、
万
々
一
捌
兼
候
節
ハ
塗
問
屋
と
も
会
所
呼
寄
と
も
会
所
召
呼
糶

払
致
、
若
代
金
不
足
之
節
者
相
印
之
者
よ
り
よ
り
為
償
候
様
可
仕
候

こ
こ
で
は
「
引
替
貸
取
計
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
や
り
方
と
し
て
は
、

残
荷
の
値
段
に
つ
い
て
は
、
産
物
係
任
役
で
は
素
人
な
の
で
分
か
ら
な
い
た
め
、

塗
り
物
商
人
組
頭
に
値
段
を
決
め
さ
せ
、
そ
の
七
割
の
金
額
を
貸
し
付
け
て
は
ど

う
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

引
宛
の
塗
り
物
は
深
川
御
蔵
か
芝
囲
米
蔵
を
借
り
て
そ
こ
へ
保
管
す
る
。
万
一
、

残
荷
が
売
れ
な
い
時
は
、
塗
り
物
問
屋
を
会
所
に
呼
び
、
せ
り
で
売
り
払
う
。
代

金
が
不
足
す
る
よ
う
な
ら
、
保
証
人
に
支
払
わ
せ
る
。
以
上
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。

長
く
な
っ
た
が
、
最
後
に
七
条
目
を
見
て
お
く
。

史
料
十
四
（
２４
）

一
、
為
替
と
唱
引
替
候
分
ハ
売
先
手
形
振
引
替
候
而
期
日
通
り
会
所
ニ
而
為

取
立
、
右
取
立
之
間
ニ
異
変
有
之
節
ハ
商
人
一
体
よ
り
為
償
候
様
仕
度
、

尤
右
引
替
候
分
ハ
御
収
納
金
継
合
之
格
を
以
引
替
候
義
ニ
候
得
ハ
、
問
屋

方
ニ
而
容
易
ニ
滞
も
在
御
座
間
敷
、
既
ニ
天
保
四
巳
年
中
残
荷
捌
方
、

公
辺
江
被
仰
立
候
節
、
右
捌
代
三
十
日
目
無
遅
滞
相
納
候
趣
、
済
口
証

文
ニ
も
及
置
候
間
、
万
一
滞
候
節
ハ
右
之
廉
を
以
被
仰
付
候
得
者
、
速
ニ

片
付
可
申
義
、
右
引
替
貸
両
条
之
通
り
取
計
候
得
ハ
御
損
失
ニ
者
相
成
不
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申
、
手
堅
キ
御
取
計
ニ
可
在
御
座
哉
と
奉
存
候
、
此
段
御
尋
ニ
付
申
上
候
、

以
上

も
う
既
に
売
り
払
っ
て
い
て
、
問
屋
が
為
替
手
形
を
発
行
し
た
分
に
つ
い
て
は
、

手
形
の
振
替
日
に
会
所
か
ら
取
り
立
て
さ
せ
、
そ
の
取
り
立
て
の
間
に
異
変
が
あ

れ
ば
商
人
一
同
に
支
払
わ
せ
る
、
と
し
て
い
る
。

以
上
、
長
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
主
張
を
整
理
す
る
と
、
次
の
五
点
に
絞
ら

れ
る
。
一
つ
は
、
外
店
直
捌
き
は
禁
止
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
二
つ
は
抜
け
荷
の

取
り
締
ま
り
、
三
つ
は
、
産
物
会
所
へ
の
出
荷
集
中
策
、
四
つ
は
産
物
会
所
へ
の

荷
物
の
早
着
、
五
つ
は
為
替
・
残
荷
の
「
引
替
貸
」
に
関
す
る
具
体
案
、
で
あ
る
。

特
に
四
点
目
か
ら
は
、
産
物
会
所
を
介
さ
な
い
国
産
品
販
売
が
主
流
と
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
実
際
会
所
に
来
る
の
は
塗
り
物
が
メ
イ
ン
で
、
そ
の

ほ
か
に
は
正
阿
弥
の
み
、
煙
管
は
会
所
に
来
な
い
、
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。

総
括
す
る
と
、
�
は
�
、
�
を
受
け
て
、
会
津
の
商
人
の
利
害
、
江
戸
の
会
所

守
人
の
利
害
、
双
方
を
組
み
込
ん
だ
折
衷
案
の
提
示
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

３－

３

江
戸
勘
定
頭
か
ら
会
津
の
町
奉
行
所
へ

�

天
保
十
二
年
三
月
十
一
日

江
戸
勘
定
頭
が
作
成
し
、
お
そ
ら
く
会
津
の
町
奉
行
所
へ
、
次
の
�
に
添
え
て

提
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
十
五
（
２５
）

一
、
御
国
産
之
品
々
淳
直
ニ
広
ク
他
邦
へ
進
候
様
取
計
方
町
奉
行
御
尋
被
成

申
出
候
趣
、
御
書
取
御
添
御
尋
被
成
候
、
委
曲
承
知
仕
、
懸
り
役
人
始
登

り
合
、
商
人
共
迄
も
見
込
相
尋
候
処
、
先
つ
以
荷
口
銀
問
屋
へ
差
出
し
、

外
店
直
捌
不
相
成
義
ハ
御
府
内
問
屋
一
統
之
義
定
ニ
有
之
、
塗
物
・
煙
筒

計
ニ
も
無
之
由
相
聞
、
尚
手
寄
り
ヲ
以
差
配
り
、
様
子
相
探
候
由
之
処
、

何
れ
ニ
承
候
而
も
同
様
議
定
之
形
ニ
而
問
屋
共
商
体
ニ
拘
り
承
知
仕
不
申

義
之
由
ニ
而
、
任
役
共
別
紙
之
通
申
出
、
此
段
不
得
止
次
第
ニ
相
聞
申
候
、

扨
又
商
人
外
店
直
捌
利
潤
之
様
子
相
尋
候
ヘ
ハ
、
御
府
内
ニ
而
者
問
屋
店

前
小
売
致
、
外
店
ニ
申
候
而
も
軒
数
者
有
之
様
ニ
候
得
共
、
荷
卸
可
相
成

程
之
店
ハ
漸
々
両
三
軒
も
可
在
之
歟
ニ
候
処
、
問
屋
と
違
ひ
取
引
も
致
悪

ク
、
尤
延
代
敷
金
等
ニ
相
成
候
基
も
有
之
、
且
ツ
外
店
江
直
捌
致
候
と

「
事
」（
抹
消
か
）
て
、
捌
高
増
し
直
上
ケ
等
ニ
可
罷
成
、
須
ハ
無
御
座
、

反
而
抜
荷
持
込
候
伝
手
ニ
相
成
間
敷
義
無
之
形
り
申
出
候
由
、
悉
直
捌
之

廉
開
ケ
候
ハ
ヽ
、
問
屋
共
取
締
等
紛
敷
訳
ケ
も
可
有
御
座
歟
、
何
レ
右
之

取
計
ひ
ハ
難
出
来
由
之
事
ニ
在
之
候
処
、
然
ル
処
産
物
捌
方
相
進
ミ
候
様

之
義
、
兼
而
御
移
も
有
之
、
評
議
中
ニ
御
座
候
処
、
尚
又
御
書
取
ニ
相
見

候
通
、
夫
而
已
ニ
被
差
置
候
而
ハ
、
次
第
ニ
相
縮
候
形
勢
ニ
も
御
座
候
得

ハ
、
何
と
歟
不
被
成
下
候
而
ハ
引
立
ニ
も
相
成
間
敷
と
種
々
打
寄
評
議
仕

候
処
、
商
人
共
も
相
願
ひ
、
町
奉
行
迚
も
専
ら
残
荷
引
宛
貸
取
計
可
然
と

ハ
素
よ
り
見
込
候
形
ニ
相
見
候
得
共
、
金
備
ニ
行
当
り
、
又
ハ
下
ケ
金
等

ハ
被
成
下
候
様
も
無
之
、
此
節
柄
ニ
者
御
座
候
得
共
、
別
紙
取
調
申
上
候

廉
も
其
向
ニ
而
も
同
意
ニ
有
之
、
件
之
行
届
可
申
義
ニ
も
御
座
候
ハ
ヽ
、

御
引
当
貸
之
御
吟
味
も
可
在
御
座
哉
、
尚
町
奉
行
見
込
明
細
返
達
候
様
被

仰
聞
申
上
候
上
ハ
、
御
金
繰
合
方
之
見
込
茂
御
座
候
間
、
追
而
取
調
申
上

候
様
可
仕
旨
申
候
、
依
而
御
渡
紙
面

一
同
返
達
仕
候
、
以
上

三
月
十
一
日

江
戸
御
勘
定
頭
共
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基
本
的
に
は
�
を
受
け
て
の
返
答
で
あ
り
、
よ
っ
て
そ
の
姿
勢
は
�
と
は
変
わ

ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
国
産
品
販
売
促
進
策
を
会
津
の
町
奉
行
が
お
尋
ね
に

な
っ
た
の
で
、
担
当
役
人
・
商
人
ら
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
�
抜
け
荷
の
原
因
に
も

な
る
た
め
、
外
店
直
捌
き
は
禁
止
、
�
引
き
宛
貸
し
の
検
討
、
が
挙
げ
ら
れ
た
と

し
て
い
る
。
こ
れ
に
続
い
て
�
が
記
さ
れ
る
。

�
は
長
文
に
な
る
た
め
、
表
に
し
た
。
そ
れ
が
表
１
で
あ
る
。
す
べ
て
の
国
産

品
を
江
戸
へ
出
荷
さ
せ
る
江
戸
集
中
政
策
を
と
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
前

段
階
で
は
会
津
商
人
の
利
害
も
反
映
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
部
分
は
削

除
さ
れ
て
い
る
。
勘
定
頭
・
産
物
係
任
役
と
つ
な
が
り
の
強
い
江
戸
の
会
所
守
人

の
利
害
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

表１ 江戸勘定頭が作成した吟味書

図１

図２

→３

→３

販売量減少・値下がりの原因は抜荷の横
行にあるが、抜荷は田舎出塗物が江戸に
持ち込まれることにより発生している。
よって暫時田舎出荷を禁止したい。

会所からあがる収益だけでは会所が運営
できない状況にあり、守人が度々交替す
ることもある。これでは会所運営にとっ
て不都合であるので、守人を続けられる
ような策を勘考してほしい。／既に去年、
会所を（会津藩）町方・在方の者の定宿
にしたいと願い出ており、止宿人が増え
るようにしたい。

会津から江戸までの道中はおよそ２５日く
らいのところ、近頃は大幅に遅れている
とのこと。早く到着するよう取り計らい
たい。

現在、一括して持ち込まれている国産品
は、塗物と正阿弥細工のみで、それ以外
は直接問屋へ直接持参している。蔵敷・
宿料などからの収益をあげ、会所存続の
一助とするため、出荷量の多少に拘わら
ず、江戸へ出荷する国産品は全て会所へ
持ち込ませたい。

（塗物）商人によれば、以前から注文外
の商品も持参し、出荷量が減らないよう
にしてきたという。しかし、これはとり
わけ値押さえされるため、持参させない
ようにしたい。そうすれば、残荷引宛引
替金の取り計らいもせずに済む。また田
舎出荷を禁止するので、江戸での注文も
増え、注文外の品が無くとも出荷量が減
少することはない。

町奉行方では無利子で貸し付けたいと考
えているようだが、余裕がないため無理
である。（塗物）商人からの申し出通り、
３５両あたり１歩の割合で利息を取りたい。
これについて町奉行方の考えを聞きたい。

（商人が江戸逗留中に問屋から回収でき
なかった代金については、問屋が手形を
作成し、後日この手形を現金と引き替え
る。この引替を会所が商人に替わって行
うのだが）、この期限は荷物を渡した日
から３０日・５０日などと設定したい。藩の
資金繰りに最も関わるので、見当違いが
ないように、この期日について町奉行の
意向を聞きたい。

→１１

組頭に見積もらせる。人柄・身元などが
関わってくるので、吟味した上、町奉行
から彼の人別について知らせてもらうよ
うにする。

さしあたり良策がないので、商人たちに
聞いてほしい。江戸へ持ち込む際には、
会所へ一括してほしい。

販売促進

値上げ

抜荷取り締まり

産物会所運営存続

国産品延着の改善

国産品の会所への一
括輸送

残荷をつくらない

残荷引宛貸金の利息

問屋為替手形の期日

（残荷引宛）貸金返納

残荷代金の見積

煙管販売

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２
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３－

４

会
津
の
町
方
・
町
役
所
に
よ
る
対
応

�

天
保
十
二
年
六
月

�
を
う
け
て
か
、
会
津
藩
の
国
元
の
町
役
所
で
は
、
�
の
箇
条
の
内
容
に
対
す

る
意
見
を
城
下
町
に
暮
ら
す
町
役
人
・
検
断
に
聞
い
て
い
る
。
そ
れ
が
次
に
挙
げ

る
�
で
あ
る
。

こ
れ
は
諸
商
売
係
検
断
か
ら
町
役
所
に
提
出
さ
れ
た
�
へ
の
返
答
書
で
あ
る
。

こ
れ
も
長
文
に
な
る
た
め
、
ま
た
�
と
箇
条
が
対
応
す
る
た
め
、
表
に
し
た
、
そ

れ
が
表
２
で
あ
る
。
江
戸
だ
け
で
は
な
く
地
方
へ
も
積
極
的
に
出
荷
す
る
姿
勢
を

見
せ
て
い
る
。
会
津
の
町
方
の
代
表
と
し
て
、
塗
り
物
商
人
の
利
害
を
前
面
に
押

し
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

�

天
保
十
二
年
七
月

�
に
続
い
て
、
天
保
十
二
年
七
月
、
町
役
所
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
は
�
を
受
け
て
町
役
所
が
国
元
の
意
向
と
し
て
ま
と
め
、
江
戸
勘
定
頭
に
提

出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
次
に
挙
げ
る
史
料
十
六
で
あ
る
。

史
料
十
六

御
国
産
之
品
々
、
捌
方
相
進
ミ
候
様
、
中
ニ
も
塗
物
之
義
ハ
、
去
ル
巳
年
以

来
捌
甚
減
少
致
、
一
両
年
之
内
ニ
ハ
興
廃
ニ
も
罹
候
義
ニ
付
、（
中
略
）
若

又
会
所
直
捌
之
義
弥
以
不
整
段
ニ
至
候
ハ
ヽ
問
屋
株
之
内
休
も
有
之
由
ニ
候

間
、
会
所
守
人
ニ
為
引
受
候
様
仕
度
義
ニ
御
座
候
、（
中
略
）
右
之
外
阿
州

塩
塗
物
と
交
易
并
き
せ
る
・
蝋
燭
捌
存
寄
等
之
存
寄
も
有
之
、（
中
略
）
右

ハ
御
尋
ニ
付
尚
又
存
寄
之
次
第
御
渡
紙
面
一
同
申
達
候
、
以
上

表２ 若松町役人からの回答

図１

図２

抜荷は江戸出塗物商人によっても行われており、田舎出商人だけが
行っているのではない。出荷高が減少するので、田舎出荷は禁止す
べきでない。抜荷の品は藩が取り上げ、入札により売り払わせ、過
料として代金を半分藩が取り上げるようにする。

勘定所の仕法書通り取り計らうのがよい。しかし、必ず会所へ止宿
するようにと言っては差し支えるので、「成丈ケ」止宿するように
と指示するのがよい。

勘定所の仕法書通り取り計らうのがよい。

→４

注文外の品を持参させないようにしては、職人が困る。序文にも記
したように、会所で直捌きできるようにしてほしい。

勘定所の仕法書通り取り計らうのがよい。

期日は５０・６０日とし、会所で取り立てる。

引宛の残荷は、荷主帰国後購入希望者があれば売り払えるように
「差値」させ、会所守人が売り払うことを荷主と間で取り極める。

差値をして江戸へ出荷し値段を決めたい。注文品は見本を下し、差
値したい。

販売促進

値上げ

抜荷取り締まり

産物会所運営存続

国産品延着の改善

国産品の会所への一括輸送

残荷をつくらない

残荷引宛貸金の利息

問屋為替手形の期日

（残荷引宛）貸金返納

残荷代金の見積

煙管販売

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２
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七
月

町
役
所

ま
ず
国
産
品
の
売
れ
行
き
に
つ
い
て
、
特
に
塗
り
物
は
巳
年
（
天
保
四
年
を
指

す
か
）
以
来
売
れ
行
き
が
減
少
、
一
年
以
内
に
荒
廃
す
る
、
と
し
て
い
る
。
ま
た

産
物
会
所
直
捌
き
が
整
わ
な
け
れ
ば
、
問
屋
株
の
休
み
株
を
会
所
守
人
に
引
き
受

け
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
右
の
他
、
阿
州
の
塩
と
会
津
の
塗
り

物
を
交
易
さ
せ
る
、
等
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
指
摘
で
き
る
の
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。
一
つ
は
塗
り
物
販
売
悪
化
を

深
刻
に
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
、
二
つ
は
鍛
冶
株
取
得
と
い
う
手
段
を
使
っ
て
、

す
な
わ
ち
何
と
し
て
で
も
会
所
直
捌
き
は
や
る
、
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
三
つ
は

他
藩
と
の
交
易
（
藩
際
交
易
）
に
よ
る
塗
り
物
の
販
路
拡
大
を
目
指
す
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
こ
の
三
点
目
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
。
松
代
藩
の
専
売
制
を
研
究

し
た
藤
田
雅
子
氏
に
よ
れ
ば
、
天
保
期
、
松
代
藩
は
会
津
藩
と
交
易
を
行
う
こ
と

を
企
図
し
て
い
た
（
２６
）
。
実
現
こ
そ
し
な
か
っ
た
が
、
会
津
藩
も
松
代
藩
の
よ
う
に
い

ろ
い
ろ
な
藩
と
の
交
易
を
目
論
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
と
め
る
と
、
町
役
所
の
意
見
は
、
検
断
の
意
見
を
よ
り
強
調
し
、
使
い
う
る

手
段
を
す
べ
て
使
っ
て
、
国
産
品
、
特
に
塗
り
物
の
売
り
上
げ
を
目
指
す
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
時
期
を
追
っ
て
、
会
津
の
国
産
品
販
売
を
め
ぐ
る
施
策
を
ど
う
す
る
か
、

と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
の
、
藩
庁
方
・
町
方
の
や
り
と
り
を
見
て
き
た
。

そ
こ
で
は
、
第
一
に
、
江
戸
で
は
江
戸
に
い
る
塗
り
物
商
人
や
会
所
守
人
に
、

会
津
で
は
町
役
人
に
意
向
を
聞
く
な
ど
、
綿
密
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分

図３ 意見の関係図

�会津若松の江戸出し塗り物仲間
１．塗り物代金の藩による立て替え
２．抜け荷＝不良品の流通の阻止
３．会所守人の存続
→藩による江戸出し仲間の保護を
求める

→直売りは取り上げられていない

＜江戸＞

�勘定頭
表１：外店直捌きは禁止、出荷の江戸集中策
→�は汲み入れられず、�を前面に出したもの

↑

�産物係任役
１．外店直捌きは禁止
２．抜け荷の取り締まり
３．産物会所への出荷集中
４．産物会所への荷の早着
５．為替・残荷の引き替え貸し
→�、�の折衷案

↑

�会所守代宗助
１．直売りは絶対禁止
２．田舎出しの禁止、すべての国産品は江戸の
問屋へ売る

→江戸問屋の利害を反映

＜会津＞

�町役所
１．塗り物の売れ行き悪化は深刻
２．守人に問屋株を取得させてまでも
直売りさせるべき

３．阿州塩と藩際交易すべき
→直売りにこだわる、�を発展させ
て藩際交易を企図

↑

�諸商売懸検断
表２：江戸だけでなく地方へも積極
的に出荷する方針

→江戸出し塗り物仲間だけでなく、
塗り物仲間全般の利害を反映

→管轄下の町の商人の利害を反映
→直売りは取り上げられていない
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か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
国
産
品
販
売
不
振
を
打
開
す
べ
く
、
本
腰
を
入
れ
て
い
る

様
子
の
具
体
相
が
う
か
が
え
、
こ
の
よ
う
に
国
産
品
政
策
を
行
う
場
合
に
は
、
藩

庁
方
が
勝
手
に
決
め
る
の
で
は
な
く
、
町
方
や
関
係
者
の
意
向
を
う
か
が
い
つ
つ

行
わ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

し
か
し
そ
の
場
合
に
も
、
藩
庁
内
で
も
、
何
を
背
景
に
し
て
い
る
か＝

利
害
関

係
に
よ
り
、
江
戸
と
国
元
で
は
意
見
に
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
。
藩
庁

内
で
も
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
第
二
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。（
図
３
）

ま
た
、
第
三
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
御
国
産
一
件

壱
」
史
料
で
は
、

産
物
会
所
は
主
に
止
宿
所
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
産
物
会
所
は

通
常
、
藩
が
独
占
的
に
買
い
入
れ
た
国
産
品
の
独
占
販
売
機
関
を
指
し
て
い
る
（
２７
）
。

し
か
し
、
会
津
藩
の
場
合
、
そ
こ
は
国
産
品
、
特
に
塗
り
物
を
売
り
さ
ば
く
商
人

の
止
宿
所
と
し
て
第
一
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
筆
者

の
知
る
限
り
他
に
類
を
見
ず
、
会
津
藩
産
物
会
所
の
特
徴
で
あ
る
と
共
に
、
産
物

会
所
の
概
念
そ
の
も
の
を
覆
す
事
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
う
し
て
議
論
さ
れ
た
会
津
藩
国
産
品
政
策
が
果
た
し
て
実
行
さ
れ
た
の
か
、

実
行
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
成
功
し
た
の
か
ど
う
か
が
次
の
課
題
に
な
っ

て
く
る
が
、
こ
の
点
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
新

た
な
史
料
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）
「
近
世
後
期
会
津
藩
の
国
産
品
政
策
と
流
通
」（
二
〇
〇
五
年
度
東
京
大
学

文
学
部
提
出
卒
業
論
文
）。

（
２
）

庄
司
吉
之
助
ほ
か
「
津
軽
塗
と
会
津
塗
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
日

本
産
業
史
大
系
３
東
北
地
方
編
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
〇
年
）
二
九

〇
―
二
九
三
頁
な
ど
。

（
３
）

半
田
市
太
郎
『
近
世
漆
器
工
業
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
、

五
九
頁
、
八
七
頁
。

（
４
）

拙
稿
「
近
世
会
津
藩
に
お
け
る
国
産
品
政
策
と
流
通
」（
二
〇
〇
八
年
度

東
京
大
学
提
出
修
士
論
文
）。

（
５
）
「
御
国
産
一
件

壱
」（
簗
田
家
文
書
四
〇
一
号
）。

（
６
）
『
会
津
若
松
史
』。

（
７
）

前
掲
注
１
。

（
８
）

簗
田
家
文
書
三
七
二
号
。

（
９
）

名
前
は
異
な
る
が
、
お
そ
ら
く
寛
政
期
に
会
所
設
置
を
嘆
願
し
た
田
畑
源

兵
衛
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
１０
）
『
会
津
若
松
史
』
第
四
巻
、
二
四
三
頁
。

（
１１
）
「
御
国
産
一
件

壱
」（
簗
田
家
文
書
四
〇
一
号
）。

（
１２
）

前
掲
注
１１
。

（
１３
）

前
掲
注
１１
。

（
１４
）

前
掲
注
１１
。

（
１５
）

前
掲
注
４
。

（
１６
）

前
掲
注
１１
。

（
１７
）

前
掲
注
１１
。

（
１８
）

前
掲
注
１１
。

（
１９
）

前
掲
注
１１
。

（
２０
）

前
掲
注
１１
。

（
２１
）

前
掲
注
１１
。

（
２２
）

前
掲
注
１１
。

（
２３
）

前
掲
注
１１
。

（
２４
）

前
掲
注
１１
。
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（
２５
）

前
掲
注
１１
。

（
２６
）

藤
田
雅
子
「
天
保
期
松
代
藩
に
お
け
る
国
産
紬
の
販
売
」（
吉
田
伸
之
編

『
流
通
と
幕
藩
権
力
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
２７
）
『
国
史
大
辞
典
』「
国
産
会
所
」
の
項
（
吉
永
昭
氏
執
筆
）。
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